
都会のビル群に囲まれた空間は、もはや

インテリアと化し常刻々と変化する空を

感じることは難しい。

屋上空間でも辺りのビルが邪魔をし、ま

た、屋上に追いやられた設備機器や無機

質な人口大地が広がり原風景としての空

を感じることは出来ない。

屋上を壁で囲う。辺りの都市風景は白い

壁により消され、純粋な空のみが視界へ

と広がる。白い壁と空の屋根によって構

成される空間は、常に変化する空を繊細

に感じ取ることが出来る。雑然と立ち並

ぶビルの屋上にそれぞれの空の空間が現

れる。そこは人々が心の中に持つ原風景

を感じる憩いの場となるだろう。
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